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 令和３年3月1日、3年次生1２６名が本校からそれぞれの進路に向けて旅立ちます。三年間本当にいろいろなことが

ありましたね。これまでのみなさんの日々のがんばりに敬意を表し、心よりお祝いの言葉を贈ります。 

「 想像力と洞察力  」   
                                                           校 長  小松 幸樹 
 

３年生のみなさん。ご卒業、おめでとうございます。みなさんの高校生活の集大成であるこの一

年は、本当に大変な一年となりました。そのような中にあっても、それぞれの目標を見失うことな

く、今できることに精一杯チャレンジしてくれたことを称えたいと思います。春先の長い休校が明

けた後の高い出席率、高校総体や学校祭などの行事がなくなってしまった中で代替の行事に一生懸

命取り組む姿に西高生の持つ底力が表れていたと思います。 

 これからみなさんは新たなステージに旅立つわけですが、まだまだ困難状況は続いています。

SNSを含むネット上等で日々繰り広げられている非難や誹謗中傷、それらは互いの立場や心情を

思いやることなく、あるいは、事象の表層のみをとらえて行われているものが少なくありません。

人と人とが物理的に距離をとらなければならない状況がしばらく続く中、人と人との心のつながり

を取り戻していくために必要なことは、想像力と洞察力をさらに高めていくことではないかと思っ

ています。裕かに、聡く、そして逞しく。今こそ西高の校是の精神を一人一人が発揮するときで

す。みなさんのこれからの活躍を願っています。  

「 卒業生へ贈る言葉  」 
                                                 ３年次主任  髙橋 正知 
 

 ３年次１２６名の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんと過ごした３年間、本当にあっと

いう間でした。２年次に行った広島・京都・大阪への修学旅行では、初日の広島までの長時間移

動、夕食後の眠い時間にもかかわらず被爆講話を真剣に聞き入るの皆さんの真剣な眼差し。その他

にも、緊急事態宣言解除後に密を避けるために、全員が体育館でやったスタディーサポートと小論

文模試。推薦試験のために何度もやった面接練習や夜遅くまで残って勉強をしている姿。昨日のこ

とのように思い出されます。 

 さて、これから皆さんはそれぞれの夢に向かって歩み出そうとしていますが、私からメッセージ

を送りたいと思います。それは簡単に「無理」「できない」と言ってはいけないということ。やる

前・行動に移す前から、自分自信で諦め、結果を出してしまっているからです。挑戦して「無理

だった」「できなかった」という事はあるかもしれませんが、それは行動に移した結果です。「で

きなかった」事を客観的に見てみれば、その時の自分に何かが不足している事が原因となっていま

す。しかし、その原因は、永遠に自分の壁・障壁になっている訳ではありませ

ん。努力すれば必ずそれを乗り越えられるはずです。その為に、粘り強く続

け、何度も何度も何度も挑戦して乗り越えてください。 

 皆さんの未来・人生に幸多からんことをお祈りしています。加えて担任の先

生方、３年間本当にお世話になりました。 
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～３年次各クラスの担任からのメッセージ～ 

  

「Time flies」 

 

  ことわざ通り、本当にあっという間に時間が過

ぎ、みんなの高校時代が終わってしまいました。

「今、今というこの時もただ過ぎていく」とは、中

学時代の先生がおっしゃっていた言葉ですが、何

もせずとも時は過ぎていくんですよね。どうか、こ

れからのみんなに与えられた時間を、当たり前と

思わず、大切に、心に焼きつけて歩んでください。 

 3年間という限られた時間ではありましたが、大

きく成長し、変化を遂げていくみんなの姿を目の

当たりにできたこと、私にとっても宝物です。あり

がとう。いつでも、私はこの酒田の地でエールを

送ってます！  

 

担任 佐藤 睦子  

 

どこかの文豪が「さよならだけが人生だ」と

言っていた。解釈は人それぞれだと思う。「振

り返ればなんとも儚い人生だ 前を向いて懸命

に生きろ」とでもしておこう。君達との出会いと

別れはまさに一瞬の出来事だった。私には

ちょっと悔いの残る「さよなら」だ。でも、前を

向く君達を見ると、春空の青さのように晴れや

かさを感じる。卒業おめでとう。そしてありがと

う。君達の人生に幸あれ。  
 

担任 佐藤 耕太郎 

 

ご卒業おめでとうございます。 

これからは自分で自分を律していかな

ければなりません。 

あなたの頑張り次第でいくらでも未来

を変えることができます。 

どうか、夢を叶えるための努力を惜し

まないでください。 
担任 五十嵐 洋 

 

「白い光の中に、山なみはもえて」 

 

卒業式の定番曲である「旅立ちの日に」の冒頭

である。これから旅立とうとする人を“鳥”に例え

ているこの曲は、酒田西高校を卒業し、新生活が

始まろうとする君たちへの激励のメッセージが込

められている。これからどんな未来が待っているか

分からないけど、勇気をもって踏み出してほしい。

つらいときは楽しかった高校生活を思い出し、笑

顔で乗り切ってほしい。元気で！ 

 

担任 大類 俊祐  

１組 

３組 

４組 

２組 

１月１５日（金）に、共通テストに臨む３年次生に

向けた激励会が開催されました。校長先生や担

任団の先生方からの激励の言葉をはじめ、２年

次生の応援委員によるエールや激励動画が披

露されました。翌日から行われた共通テストに向

かう大きな活力となりました。 


